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2019年度
【常総市】地域と学校が連携した地区防災計画モデル事業
⽔海道⻄中学校防災教育

常総市防災⼠連絡協議会
常総市防災危機管理課

防災科学技術研究所

「地域防災Web」を利⽤した
e防災マップづくり
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全体の流れ
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（１）地域防災情報の共有と活⽤を学ぶ
 2019年11⽉15⽇（⾦）15:30〜16:15
 地域防災に関する情報の共有と活⽤について理解し、防災科研が研究開
発している地域防災情報共有ツール「地域防災Web」の使い⽅を学ぶ。

（２）地域の災害危険性と防災対策を学ぶ
 2019年11⽉22⽇（⾦）16:10〜16:30
 各地区住⺠が作成した防災マップをもとに、地区の災害危険性（被災経
験）、災害時の地域課題、課題解決のための地区の防災対策を学ぶ。

（３）e防災マップをつくる
 ⽇時︓2019年12⽉17⽇（⽕）16:10〜16:45
 各地区が作成した防災マップ（紙、A0サイズ）の内容を確認しながら、
「地域防災Web」を利⽤して「e防災マップ」をつくる。

※今後（要検討）
 実施後の2⽉程度に、学校にて⽣徒から地域住⺠に対する防災マップ贈呈式
 作成された「e防災マップ」は、複数枚印刷し、各地区の地区防災計画に掲載・全⼾配布
 3⽉の地区防災計画発表会にて学校との連携した取り組み紹介
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頻発する⾵⽔害
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平成26年8⽉豪⾬（台
⾵12号、広島⼟砂）

平成27年9⽉関東・東
北豪⾬（台⾵18号）

平成29年7⽉九州北部
豪⾬（台⾵3号）

平成30年7⽉豪⾬
（台⾵7号、⻄⽇本）

 死者・⾏⽅不明者8⼈ほか
 床上浸⽔2,418棟、床下浸
⽔13,149棟など

 死者・⾏⽅不明者43⼈ほか
 床上浸⽔202棟、床下浸⽔
1,706棟など

 死者・⾏⽅不明者77⼈ほか
 床上浸⽔1,301棟、床下浸
⽔2,828棟など

【H26】台⾵第8号による⼤
⾬と暴⾵（千葉、伊⾖）

【H26】台⾵第18号による⼤
⾬と暴⾵（沖縄、静岡）

【H28】梅⾬前線による⼤⾬
（6⽉、⻄⽇本）

【H28】台⾵第7号・9〜11
号（8⽉、岩⼿、釧路）

【H29】台⾵第21号による⼤
⾬・暴⾵等（東北）

【H29】台⾵第18号による⼤
⾬・暴⾵等（四国、広尾）

【H30】台⾵第21号による暴
⾵・⾼潮等（9⽉、⼤阪）

 死者・⾏⽅不明者230⼈ほか
 床上浸⽔8,937棟、床下浸⽔
20,506棟など

 死者・⾏⽅不明者2⼈ほか  死者・⾏⽅不明者5⼈ほか 死者・⾏⽅不明者7⼈ほか  死者・⾏⽅不明者14⼈ほか

 死者・⾏⽅不明者7⼈ほか  死者・⾏⽅不明者8⼈ほか 死者・⾏⽅不明者3⼈ほか

2014年 2018年

写真︓国⼟地理院 写真︓Net IB News写真︓⽇本経済新聞 写真︓国⼟地理院

2019年・・・継続
07⽉ 豪⾬（梅⾬前線）

09⽉ 台⾵15号
10⽉ 台⾵19号

➡公助︓検証報告書等の被災経験の教訓のもと、防災対策の推進
➡⾃助・共助︓被災経験が活かされない（他⼈事、正常性バイアス︖）

防災対策が浸透されない、同じ被害が繰り返されている
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さまざまな災害対応
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救助・救出規制・警備避難消防・水防情報

医療・搬送 ゴミ処理物資供給 住宅確保 生活を取り戻す
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ハザードマップと防災マップ
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※国⼟交通省の資料を基に作成

ハザードマップの活⽤例
 ⾃宅付近の災害リスク確認
 避難ルート、避難⽅法の検討
 浸⽔対策、地震対策の検討
 防災計画、避難計画等の策定
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避難所
消⽕栓

井⼾

対応⾏動を考える対応⾏動を考える

現状を調べる現状を調べる

・危険なもの・場所
・役⽴つもの・場所
・⽀援が必要な⼈
・⽀援できる⼈

・対応⾏動
・避難ルート
・⽀援ルート

ハザードマップ

防災まちあるき 防災マップ（紙） e防災マップ（PC）

ハザードマップと防災マップ
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常総市の「地区防災計画づくり」
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地域課題に対し、理想的な災害時の対応とそ
のための平時の備えを検討します。

災害時の事態の流れイメージしながら、災害
時に懸念される地域課題を調査します。

地域の⽅々と対策を共有し、意⾒交換や防災
訓練などの⽅法で検証・⾒直します。

地域を取り巻く⾃然特性と社会特性を踏まえ
た災害特性を確認します。

スケジュール（案）

【6⽉29⽇】
地域防災研修会

【8⽉31⽇】
第1回WS

【1⽉25⽇】
第3回WS

【11⽉16⽇】
第2回WS

防災まちあるき

計画素案の作成

地域調整・勉強会

地域発表会

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活⽤する

ステップ1
確認する
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防災まちあるき ➡ 防災マップづくり

8前河原地区

地区 実施⽇

前河原 9⽉17⽇（⽕）9時〜

飯沼 9⽉21⽇（⼟）午後１時〜

中駒 9⽉22⽇（⽇）9時〜

川⼜ 10⽉5⽇（⼟）10時〜

中駒地区

飯沼地区

川⼜地区

災害時の地域課題の確認及び防災マップづくりの素材収集のため、各地区で防災まちあるきを実施
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防災マップづくり
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防災まちあるきで
記⼊した地図

「地域防災Web」にてデジタル化
➡印刷して「地区防災計画」に挿図

写真

＋

「災害時の対策検討」
防災マップにまとめた危険箇所や地域資源に関する情報を
もとに、災害時の対策を空間で検討します。

１

注意資源

１

⼩中学校との連携

地域防災Web e防災マップ

印刷 登録
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防災マップを活⽤した地域情報の共有

学校（⼦ども・先⽣）

防災教育、防災マップづくり

家庭

話し合い・検討

PTA会、⾃治会

話し合い・検討

地域情報の共有による地域防災マップの作成・活⽤

防災マップ
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「知」の共有と活⽤を⽀援する「地域防災Web」
＜あなたの地域を知ろう＞
 ⾃然特性︓地形、地盤等
 社会特性︓⼈⼝、⾼齢化、財政⼒等
 災害特性︓地震、津波等の危険性等
全国約1,800⾃治体と⽐べた相対的な評価結果を表⽰

＜グループページ＞
 ユーザーの個別ページ
 ブログ形式の活動記録の作成
 電⼦カレンダーでイベント管理
実践事例を⽂字と写真で記録・管理・公開・共有

＜参加型防災マップ＞
 WebGIS機能の電⼦地図
 ハザードマップの閲覧・印刷
 地域情報の登録・印刷
地域情報を活⽤した地域固有の防災マップ作成

＜地域防災情報＞（DB化）
 実践事例、関連⼿法
 災害事例DB
 ⼈材（研究者等）DB 等
地域に必要な防災対策に関連する情報の検索

専⾨知

地域知

経験知

地域防災Web 検索

https://chiiki-bosai.jp
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「地域防災Web」の操作①
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※⾃動的にグループページに移動

【アカウント】
・メール︓mitsu01@ （〜mitsu30@）
・パスワード︓01 （〜30）
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「地域防災Web」の操作②
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どの災害の危険性が⾼いのだろう︖

災害の危険性の確率は︖ 災害はどこで起こるのだろう︖

過去にどの災害が起こった︖ 似た街の防災対策は︖

災害事
例カル
テ
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「地域防災Web」の操作③
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各種ハザードマップを下敷きに、地域情報
を登録し、地域固有の防災マップ作成・共
有・印刷が可能。

①拡⼤・縮⼩
②背景地図の変更
③主題図の変更

④登録情報【項⽬追加】 ※⾃宅
⑤情報登録 ※⾃宅、避難路

⑥登録情報の編集（写真追加）
⑦PDF印刷

印刷


